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卓話 －1500回記念例会－　「一年間の総括」　坂口会長
Weekly No. 1499は𠮷田委員が担当しました。
Weekly No. 1500は澤井副委員長が担当の予定です。

（本日の原稿をお渡し下さい）

会長挨拶 坂口会長

先週内容

次週 第1500回 例会予告　平成25年6月24日

Weekly No.1499／ 平成25年6月17日 

卓話 「次年度活動方針」 石﨑会長エレクト 

今週の歌「我等の生業」

第1499回例会　平成25年6月17日

ケンタッキーフライドチキンの創始者、カー
ネル・サンダースはロータリアンです。様々
な事業に失敗を続けた後、65才になったとき
始めたフランチャイズのお店が世界で大成功
しました。四つのテストを事業の方針とした
からです。Hard way becomes easier, but easy 
way becomes harder. 険しい道を進むのは、努
力が必要で道のりも長い。だが時が進むにつれ、
最初かんたんだった道はどんどん難しくなり、
険しかった道は徐々に容易になってくる。

幹事報告 阿部幹事

◦ご結婚月お祝

◦会員の社名変更、事務所移転のお知らせ
伊藤会員
新社名 株式会社プロアス
 代表取締役　伊藤泰充
新住所 〒532-0004
 大阪市淀川区西宮原1-5-33
 新大阪飯田ビル4階
新TEL 06-6397-5511
新FAX 06-6397-5510
新mail ito@proas.co.jp

◦クラブ合併と事務局移転のお知らせ
2013年7月1日より
大阪御堂筋RCと大阪本町RCは
大阪御堂筋本町RCとなります。
事務局新住所 〒542-0086
 大阪市中央区西心斎橋1-10-4
 エースビル5階
新TEL 06-6777-3468
新FAX 06-6777-3471
新mail mido-honrc@poplar.ocn.ne.jp

•社会奉仕委員会
　橋本徹也副委員長、本田委員、木田委員
•青少年委員会
　永田委員長、梶山副委員長、阪本委員
•交通問題特別委員会
　𠮷田委員長、毛利副委員長
社会奉仕は以上の委員会にて１年間させてい
ただきました。
私自身、社会奉仕委員会のみになってしまい、
他の委員長にはまかせっきりになりましたが、
皆さん色々とありがとうございました。
それでは、社会奉仕実施事業を簡単に説明し
ます。

•クリーンデーの実施
　H24年  8月1日 江坂企業協議会主催 8名
　H24年  9月1日 休み
　H24年10月1日 吹田西RC主催 9名
  （内、東急イン1名、市会議員1名）
　H24年11月1日 江坂企業協議会主催 15名
　H24年12月1日 休み
　H25年  1月1日 休み
　H25年  2月1日 江坂企業協議会・吹田西RC合同開催 12名
   （内、東急イン1名）

ロータリー親睦活動月間

　H25年  3月1日 休み
　H25年  4月1日 江坂企業協議会主催 10名
 （紙谷、阿部、澁谷、毛利、榎原、瀬川、橋本徹也、清水、髙木、橋本芳信）各会員
　H25年  5月1日 吹田西RC主催 10名
  （内、東急イン1名、吹田郵便局1名）
•H24年7月8日　豊津地区青少年対策委員会
主催のクリーンエサカに4名参加しました。
•H24年9月26日　迷惑駐車追放パトロール
には6名の会員の参加がありました。
•H25年4月9日　迷惑駐車追放合同パトロー
ルには5名の会員の参加がありました。
•献血活動　場所はビケンテクノ様にて2回活
動しました。
　１回目　H24年8月22日
　　参加54名　献血者47名　吹田西4名
　２回目　H25年2月22日
　　参加57名　献血者43名　吹田西5名
この中の多くの参加者は会員の会社の従業
員です。すごく協力していただいています。
２回目からはその会社の従業員の人数も発
表していますので、今後の献血活動の時も、
我々メンバーだけでなく、会社の従業員の
人数の発表をお願いします。この事業は本
当に大事な事業だと思います。手配や段取
りなどまかせっきりですが、たとえ１人の
献血者がいる限り続ける意義があると思い
ますので宜しくお願いします。

•社会奉仕担当の炉辺談話
H24年11月16日　木曽路江坂店にて16名の
参加で行いました。
「今後の吹田西RCの社会奉仕について」と言
うテーマにて、たくさんの意見をいただき
ました。ただ、私の説明不足の所があり、誤
解を生じていると感じるところがあります
ので訂正させていただきます。
地区補助金とは我々の事業費を補助してい
ただける。（場合により何割かカットされる。
そして、上限があります。）私の不適切な説
明だと地区補助金だけで事業が出来るよう
に思われる説明でしたので、ここで訂正さ
せていただきます。すみませんでした。

•支援金の協力として、「作業用長靴配布プロ
ジェクト」に支援させていただきました。前
年度事業の協力でしたが、主幹の角田ロー
タリークラブより感謝状をいただきました。
これで前年より引き継ぎました地区からの
返還金の残り20万円を、全て震災復興支援
に使い切ることができました。

•岩手、大槌町の被災校舎（町役場）に改修に
伴う「安全・安心な飲料水」の提供に関する
プロジェクトに主管等で協力させていただ
きました。盛岡西、東京山の手ロータリーク
ラブの共同事業でした。しかし日程の問題で、
H24年8月8日の贈呈式には盛岡西のメン
バーのみで行って頂きました。ただ、この事
業の設置場所には国際奉仕担当の東日本大
震災復興マッチンググラントの贈呈式参加
時に見させていただき、直接職員の感謝の
言葉を聞かせていただきました。上記事業
の全ての段取りをして頂きました家村パス
ト会長、そして、マッチンググラントの難し
い手続きをして頂きました小林パスト会長
には改めて感謝をしたいと思います。本当
に有難うございました。今回マッチンググ
ラントも含め、復興支援の資金援助だけと
なってしまいましたが、6名のメンバーと贈
呈式のため、被災地に行ってきましたが、ま
だまだ被災地の復興はほど遠いように感じ
ました。口だけで何もしないよりは、お金の
援助だけだったかもしれませんが十分に役
に立ったと思います。

今回は地域の社会奉仕活動にはほんのちょっ
としか貢献できませんでした事が自分自身反
省しています。自分勝手な言い分ですが、地区
補助金が新しくなることにとらわれすぎ、本
質が見えなかったと思います。反省しています。

そして、今回すごく感銘を受けたことがあり
ます。我々のメンバーの一人、郷上会員が地元
で手掛けているボランティアグループ「ゆり
の会」で、東日本大震災被災地に絵手紙を送っ

◦吹田RC様より、2月に行われましたIM報告
書が届きましたので、お配り致します。ご感
想、ご意見などございましたら、吹田RC様
まで、ご連絡下さいと、ご希望です。

て、被災地にエールを送りたいということを
受け入れてくれる所はないかと相談がきまし
た。
しかし、すぐに郷上会員より受け入れてくれ
る団体が見つかったと連絡が入りました。行
動する前でしたので何も協力は出来ませんで
したが、なんと我々が支援しました大槌町で
した。たまたま豊中のボランティアグループ
が大槌町を支援している関係で実現したそう
です。全然別々のルートなのに同じ時期に大
槌町に支援でき、両方とも新聞に載るなんて
すごくびっくりしました。
もう少し詳しい話は郷上会員に話を聞いてい
ただくか、出来ればゆりの会の話は皆さんに
知っていただきたいので、ぜひとも卓話で話
していただきたいと思っています。
我々メンバーの中でも個人的に社会奉仕して
いる方がいらっしゃると思いますので、是非
とも卓話等で話していただき、色々と聞かせ
ていただきたいと思いますので宜しくお願い
します。

今年１年、社会奉仕として色々と勉強させて
いただきました。本当にありがとうございま
した。
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出席報告
●会　員　数 48名 ●来　　　　客 1名
●出席会員数 32名 ●本日の出席率 78.05％
●5月20日の出席率（メーキャップを含む） 100％

◆岡会員
今年度で退会する事になりました。会
員の皆様には大変お世話になり、あり
がとうございました。

◆髙木会員
坂口会長の会計も、最終月に入りまし
た。皆様のご協力に感謝。

◆鈴木会員
浜村淳の歴史フェスティバルに出場し
て、卑弥呼九州説で頑張って来ました。

ニコニコ箱 山岡副SAA

◦ご結婚月お祝

◦会員の社名変更、事務所移転のお知らせ
伊藤会員
新社名 株式会社プロアス
 代表取締役　伊藤泰充
新住所 〒532-0004
 大阪市淀川区西宮原1-5-33
 新大阪飯田ビル4階
新TEL 06-6397-5511
新FAX 06-6397-5510
新mail ito@proas.co.jp

◦クラブ合併と事務局移転のお知らせ
2013年7月1日より
大阪御堂筋RCと大阪本町RCは
大阪御堂筋本町RCとなります。
事務局新住所 〒542-0086
 大阪市中央区西心斎橋1-10-4
 エースビル5階
新TEL 06-6777-3468
新FAX 06-6777-3471
新mail mido-honrc@poplar.ocn.ne.jp

郷上委員長 卓　　話卓　　話

社会奉仕　橋本（芳）委員長「一年の総括」

•社会奉仕委員会
　橋本徹也副委員長、本田委員、木田委員
•青少年委員会
　永田委員長、梶山副委員長、阪本委員
•交通問題特別委員会
　𠮷田委員長、毛利副委員長
社会奉仕は以上の委員会にて１年間させてい
ただきました。
私自身、社会奉仕委員会のみになってしまい、
他の委員長にはまかせっきりになりましたが、
皆さん色々とありがとうございました。
それでは、社会奉仕実施事業を簡単に説明し
ます。

•クリーンデーの実施
　H24年  8月1日 江坂企業協議会主催 8名
　H24年  9月1日 休み
　H24年10月1日 吹田西RC主催 9名
  （内、東急イン1名、市会議員1名）
　H24年11月1日 江坂企業協議会主催 15名
　H24年12月1日 休み
　H25年  1月1日 休み
　H25年  2月1日 江坂企業協議会・吹田西RC合同開催 12名
   （内、東急イン1名）

ゲ　ス　ト 榎原委員長
 大阪南RC  篠原  準治  様

◆橋本（芳）会員
前回できなかったので、甲子園初勝利
できました。応援ありがとうございま
した。
──────────────────
 本日のニコニコ箱 23,000円
 累計のニコニコ箱 1,208 ,591円

　H25年  3月1日 休み
　H25年  4月1日 江坂企業協議会主催 10名
 （紙谷、阿部、澁谷、毛利、榎原、瀬川、橋本徹也、清水、髙木、橋本芳信）各会員
　H25年  5月1日 吹田西RC主催 10名
  （内、東急イン1名、吹田郵便局1名）
•H24年7月8日　豊津地区青少年対策委員会
主催のクリーンエサカに4名参加しました。
•H24年9月26日　迷惑駐車追放パトロール
には6名の会員の参加がありました。
•H25年4月9日　迷惑駐車追放合同パトロー
ルには5名の会員の参加がありました。
•献血活動　場所はビケンテクノ様にて2回活
動しました。
　１回目　H24年8月22日
　　参加54名　献血者47名　吹田西4名
　２回目　H25年2月22日
　　参加57名　献血者43名　吹田西5名
この中の多くの参加者は会員の会社の従業
員です。すごく協力していただいています。
２回目からはその会社の従業員の人数も発
表していますので、今後の献血活動の時も、
我々メンバーだけでなく、会社の従業員の
人数の発表をお願いします。この事業は本
当に大事な事業だと思います。手配や段取
りなどまかせっきりですが、たとえ１人の
献血者がいる限り続ける意義があると思い
ますので宜しくお願いします。

•社会奉仕担当の炉辺談話
H24年11月16日　木曽路江坂店にて16名の
参加で行いました。
「今後の吹田西RCの社会奉仕について」と言
うテーマにて、たくさんの意見をいただき
ました。ただ、私の説明不足の所があり、誤
解を生じていると感じるところがあります
ので訂正させていただきます。
地区補助金とは我々の事業費を補助してい
ただける。（場合により何割かカットされる。
そして、上限があります。）私の不適切な説
明だと地区補助金だけで事業が出来るよう
に思われる説明でしたので、ここで訂正さ
せていただきます。すみませんでした。

澁谷委員長職業奉仕委員会
新入会員3名のタウンページを配布させて頂
きましたのでファイル願います。
①矢倉 昌子 会員
②山岡 英次郎 会員
③瀬川 昇 会員

以上

𠮷田委員長交通問題特別委員会

 吹田西RC参加者 30名
 コンテスト参加団体 76社
 交通事故 1位
 交通違反 35位

以上

無事故・無違反コンテスト結果

•支援金の協力として、「作業用長靴配布プロ
ジェクト」に支援させていただきました。前
年度事業の協力でしたが、主幹の角田ロー
タリークラブより感謝状をいただきました。
これで前年より引き継ぎました地区からの
返還金の残り20万円を、全て震災復興支援
に使い切ることができました。

•岩手、大槌町の被災校舎（町役場）に改修に
伴う「安全・安心な飲料水」の提供に関する
プロジェクトに主管等で協力させていただ
きました。盛岡西、東京山の手ロータリーク
ラブの共同事業でした。しかし日程の問題で、
H24年8月8日の贈呈式には盛岡西のメン
バーのみで行って頂きました。ただ、この事
業の設置場所には国際奉仕担当の東日本大
震災復興マッチンググラントの贈呈式参加
時に見させていただき、直接職員の感謝の
言葉を聞かせていただきました。上記事業
の全ての段取りをして頂きました家村パス
ト会長、そして、マッチンググラントの難し
い手続きをして頂きました小林パスト会長
には改めて感謝をしたいと思います。本当
に有難うございました。今回マッチンググ
ラントも含め、復興支援の資金援助だけと
なってしまいましたが、6名のメンバーと贈
呈式のため、被災地に行ってきましたが、ま
だまだ被災地の復興はほど遠いように感じ
ました。口だけで何もしないよりは、お金の
援助だけだったかもしれませんが十分に役
に立ったと思います。

今回は地域の社会奉仕活動にはほんのちょっ
としか貢献できませんでした事が自分自身反
省しています。自分勝手な言い分ですが、地区
補助金が新しくなることにとらわれすぎ、本
質が見えなかったと思います。反省しています。

そして、今回すごく感銘を受けたことがあり
ます。我々のメンバーの一人、郷上会員が地元
で手掛けているボランティアグループ「ゆり
の会」で、東日本大震災被災地に絵手紙を送っ

◦吹田RC様より、2月に行われましたIM報告
書が届きましたので、お配り致します。ご感
想、ご意見などございましたら、吹田RC様
まで、ご連絡下さいと、ご希望です。

て、被災地にエールを送りたいということを
受け入れてくれる所はないかと相談がきまし
た。
しかし、すぐに郷上会員より受け入れてくれ
る団体が見つかったと連絡が入りました。行
動する前でしたので何も協力は出来ませんで
したが、なんと我々が支援しました大槌町で
した。たまたま豊中のボランティアグループ
が大槌町を支援している関係で実現したそう
です。全然別々のルートなのに同じ時期に大
槌町に支援でき、両方とも新聞に載るなんて
すごくびっくりしました。
もう少し詳しい話は郷上会員に話を聞いてい
ただくか、出来ればゆりの会の話は皆さんに
知っていただきたいので、ぜひとも卓話で話
していただきたいと思っています。
我々メンバーの中でも個人的に社会奉仕して
いる方がいらっしゃると思いますので、是非
とも卓話等で話していただき、色々と聞かせ
ていただきたいと思いますので宜しくお願い
します。

今年１年、社会奉仕として色々と勉強させて
いただきました。本当にありがとうございま
した。
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•社会奉仕委員会
　橋本徹也副委員長、本田委員、木田委員
•青少年委員会
　永田委員長、梶山副委員長、阪本委員
•交通問題特別委員会
　𠮷田委員長、毛利副委員長
社会奉仕は以上の委員会にて１年間させてい
ただきました。
私自身、社会奉仕委員会のみになってしまい、
他の委員長にはまかせっきりになりましたが、
皆さん色々とありがとうございました。
それでは、社会奉仕実施事業を簡単に説明し
ます。

•クリーンデーの実施
　H24年  8月1日 江坂企業協議会主催 8名
　H24年  9月1日 休み
　H24年10月1日 吹田西RC主催 9名
  （内、東急イン1名、市会議員1名）
　H24年11月1日 江坂企業協議会主催 15名
　H24年12月1日 休み
　H25年  1月1日 休み
　H25年  2月1日 江坂企業協議会・吹田西RC合同開催 12名
   （内、東急イン1名）

　H25年  3月1日 休み
　H25年  4月1日 江坂企業協議会主催 10名
 （紙谷、阿部、澁谷、毛利、榎原、瀬川、橋本徹也、清水、髙木、橋本芳信）各会員
　H25年  5月1日 吹田西RC主催 10名
  （内、東急イン1名、吹田郵便局1名）
•H24年7月8日　豊津地区青少年対策委員会
主催のクリーンエサカに4名参加しました。
•H24年9月26日　迷惑駐車追放パトロール
には6名の会員の参加がありました。
•H25年4月9日　迷惑駐車追放合同パトロー
ルには5名の会員の参加がありました。
•献血活動　場所はビケンテクノ様にて2回活
動しました。
　１回目　H24年8月22日
　　参加54名　献血者47名　吹田西4名
　２回目　H25年2月22日
　　参加57名　献血者43名　吹田西5名
この中の多くの参加者は会員の会社の従業
員です。すごく協力していただいています。
２回目からはその会社の従業員の人数も発
表していますので、今後の献血活動の時も、
我々メンバーだけでなく、会社の従業員の
人数の発表をお願いします。この事業は本
当に大事な事業だと思います。手配や段取
りなどまかせっきりですが、たとえ１人の
献血者がいる限り続ける意義があると思い
ますので宜しくお願いします。

•社会奉仕担当の炉辺談話
H24年11月16日　木曽路江坂店にて16名の
参加で行いました。
「今後の吹田西RCの社会奉仕について」と言
うテーマにて、たくさんの意見をいただき
ました。ただ、私の説明不足の所があり、誤
解を生じていると感じるところがあります
ので訂正させていただきます。
地区補助金とは我々の事業費を補助してい
ただける。（場合により何割かカットされる。
そして、上限があります。）私の不適切な説
明だと地区補助金だけで事業が出来るよう
に思われる説明でしたので、ここで訂正さ
せていただきます。すみませんでした。

•支援金の協力として、「作業用長靴配布プロ
ジェクト」に支援させていただきました。前
年度事業の協力でしたが、主幹の角田ロー
タリークラブより感謝状をいただきました。
これで前年より引き継ぎました地区からの
返還金の残り20万円を、全て震災復興支援
に使い切ることができました。

•岩手、大槌町の被災校舎（町役場）に改修に
伴う「安全・安心な飲料水」の提供に関する
プロジェクトに主管等で協力させていただ
きました。盛岡西、東京山の手ロータリーク
ラブの共同事業でした。しかし日程の問題で、
H24年8月8日の贈呈式には盛岡西のメン
バーのみで行って頂きました。ただ、この事
業の設置場所には国際奉仕担当の東日本大
震災復興マッチンググラントの贈呈式参加
時に見させていただき、直接職員の感謝の
言葉を聞かせていただきました。上記事業
の全ての段取りをして頂きました家村パス
ト会長、そして、マッチンググラントの難し
い手続きをして頂きました小林パスト会長
には改めて感謝をしたいと思います。本当
に有難うございました。今回マッチンググ
ラントも含め、復興支援の資金援助だけと
なってしまいましたが、6名のメンバーと贈
呈式のため、被災地に行ってきましたが、ま
だまだ被災地の復興はほど遠いように感じ
ました。口だけで何もしないよりは、お金の
援助だけだったかもしれませんが十分に役
に立ったと思います。

今回は地域の社会奉仕活動にはほんのちょっ
としか貢献できませんでした事が自分自身反
省しています。自分勝手な言い分ですが、地区
補助金が新しくなることにとらわれすぎ、本
質が見えなかったと思います。反省しています。

そして、今回すごく感銘を受けたことがあり
ます。我々のメンバーの一人、郷上会員が地元
で手掛けているボランティアグループ「ゆり
の会」で、東日本大震災被災地に絵手紙を送っ

て、被災地にエールを送りたいということを
受け入れてくれる所はないかと相談がきまし
た。
しかし、すぐに郷上会員より受け入れてくれ
る団体が見つかったと連絡が入りました。行
動する前でしたので何も協力は出来ませんで
したが、なんと我々が支援しました大槌町で
した。たまたま豊中のボランティアグループ
が大槌町を支援している関係で実現したそう
です。全然別々のルートなのに同じ時期に大
槌町に支援でき、両方とも新聞に載るなんて
すごくびっくりしました。
もう少し詳しい話は郷上会員に話を聞いてい
ただくか、出来ればゆりの会の話は皆さんに
知っていただきたいので、ぜひとも卓話で話
していただきたいと思っています。
我々メンバーの中でも個人的に社会奉仕して
いる方がいらっしゃると思いますので、是非
とも卓話等で話していただき、色々と聞かせ
ていただきたいと思いますので宜しくお願い
します。

今年１年、社会奉仕として色々と勉強させて
いただきました。本当にありがとうございま
した。
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•社会奉仕委員会
　橋本徹也副委員長、本田委員、木田委員
•青少年委員会
　永田委員長、梶山副委員長、阪本委員
•交通問題特別委員会
　𠮷田委員長、毛利副委員長
社会奉仕は以上の委員会にて１年間させてい
ただきました。
私自身、社会奉仕委員会のみになってしまい、
他の委員長にはまかせっきりになりましたが、
皆さん色々とありがとうございました。
それでは、社会奉仕実施事業を簡単に説明し
ます。

•クリーンデーの実施
　H24年  8月1日 江坂企業協議会主催 8名
　H24年  9月1日 休み
　H24年10月1日 吹田西RC主催 9名
  （内、東急イン1名、市会議員1名）
　H24年11月1日 江坂企業協議会主催 15名
　H24年12月1日 休み
　H25年  1月1日 休み
　H25年  2月1日 江坂企業協議会・吹田西RC合同開催 12名
   （内、東急イン1名）

国際奉仕委員会（常任委員会）には４つの特定

委員会が所属。

国際奉仕　由上委員長「一年の総括」

⑴ロータリー財団委員会　清水委員長

年次寄付 $130 44名

 $150 1名 計 $5,870.-

ポリオ　48名　本会計より支出

ベネファクター　$1,000　１名

　　　　　　　　　　　　（石﨑エレクト）

GSE　独国より家具研修（姫路へ）

⑵米山記念奨学会委員会　田中孝男委員長

普通寄付金　前期47名×2,500円

　　　　　　後期48名×2,500円

特別寄付金　36名で700,000円

楊 煜凱 君のお世話、田中委員長に感謝。

⑶青少年交換委員会　中堀委員長

　交換学生なし

⑷世界社会奉仕委員会　本田委員長

岩手県大槌町（中央公民館）に

　　　　　　磁力活水化装置  贈呈

吹田西RC $3,000

第2660地区（　　） $10,000

ナコンパノムRC $200

3340地区（タイ国・DDF） $2,000

WF $13,600

計 $28,800

 （約230万円）

（感謝）

MGを実現させてくれたナコンパノムRC

表裏で調整してくれた小林地区国際委員長

表で活動してくれた社会奉仕委員長の橋本さん

震災担当の家村さん

　H25年  3月1日 休み
　H25年  4月1日 江坂企業協議会主催 10名
 （紙谷、阿部、澁谷、毛利、榎原、瀬川、橋本徹也、清水、髙木、橋本芳信）各会員
　H25年  5月1日 吹田西RC主催 10名
  （内、東急イン1名、吹田郵便局1名）
•H24年7月8日　豊津地区青少年対策委員会
主催のクリーンエサカに4名参加しました。
•H24年9月26日　迷惑駐車追放パトロール
には6名の会員の参加がありました。
•H25年4月9日　迷惑駐車追放合同パトロー
ルには5名の会員の参加がありました。
•献血活動　場所はビケンテクノ様にて2回活
動しました。
　１回目　H24年8月22日
　　参加54名　献血者47名　吹田西4名
　２回目　H25年2月22日
　　参加57名　献血者43名　吹田西5名
この中の多くの参加者は会員の会社の従業
員です。すごく協力していただいています。
２回目からはその会社の従業員の人数も発
表していますので、今後の献血活動の時も、
我々メンバーだけでなく、会社の従業員の
人数の発表をお願いします。この事業は本
当に大事な事業だと思います。手配や段取
りなどまかせっきりですが、たとえ１人の
献血者がいる限り続ける意義があると思い
ますので宜しくお願いします。

•社会奉仕担当の炉辺談話
H24年11月16日　木曽路江坂店にて16名の
参加で行いました。
「今後の吹田西RCの社会奉仕について」と言
うテーマにて、たくさんの意見をいただき
ました。ただ、私の説明不足の所があり、誤
解を生じていると感じるところがあります
ので訂正させていただきます。
地区補助金とは我々の事業費を補助してい
ただける。（場合により何割かカットされる。
そして、上限があります。）私の不適切な説
明だと地区補助金だけで事業が出来るよう
に思われる説明でしたので、ここで訂正さ
せていただきます。すみませんでした。

•支援金の協力として、「作業用長靴配布プロ
ジェクト」に支援させていただきました。前
年度事業の協力でしたが、主幹の角田ロー
タリークラブより感謝状をいただきました。
これで前年より引き継ぎました地区からの
返還金の残り20万円を、全て震災復興支援
に使い切ることができました。

•岩手、大槌町の被災校舎（町役場）に改修に
伴う「安全・安心な飲料水」の提供に関する
プロジェクトに主管等で協力させていただ
きました。盛岡西、東京山の手ロータリーク
ラブの共同事業でした。しかし日程の問題で、
H24年8月8日の贈呈式には盛岡西のメン
バーのみで行って頂きました。ただ、この事
業の設置場所には国際奉仕担当の東日本大
震災復興マッチンググラントの贈呈式参加
時に見させていただき、直接職員の感謝の
言葉を聞かせていただきました。上記事業
の全ての段取りをして頂きました家村パス
ト会長、そして、マッチンググラントの難し
い手続きをして頂きました小林パスト会長
には改めて感謝をしたいと思います。本当
に有難うございました。今回マッチンググ
ラントも含め、復興支援の資金援助だけと
なってしまいましたが、6名のメンバーと贈
呈式のため、被災地に行ってきましたが、ま
だまだ被災地の復興はほど遠いように感じ
ました。口だけで何もしないよりは、お金の
援助だけだったかもしれませんが十分に役
に立ったと思います。

今回は地域の社会奉仕活動にはほんのちょっ
としか貢献できませんでした事が自分自身反
省しています。自分勝手な言い分ですが、地区
補助金が新しくなることにとらわれすぎ、本
質が見えなかったと思います。反省しています。

そして、今回すごく感銘を受けたことがあり
ます。我々のメンバーの一人、郷上会員が地元
で手掛けているボランティアグループ「ゆり
の会」で、東日本大震災被災地に絵手紙を送っ

て、被災地にエールを送りたいということを
受け入れてくれる所はないかと相談がきまし
た。
しかし、すぐに郷上会員より受け入れてくれ
る団体が見つかったと連絡が入りました。行
動する前でしたので何も協力は出来ませんで
したが、なんと我々が支援しました大槌町で
した。たまたま豊中のボランティアグループ
が大槌町を支援している関係で実現したそう
です。全然別々のルートなのに同じ時期に大
槌町に支援でき、両方とも新聞に載るなんて
すごくびっくりしました。
もう少し詳しい話は郷上会員に話を聞いてい
ただくか、出来ればゆりの会の話は皆さんに
知っていただきたいので、ぜひとも卓話で話
していただきたいと思っています。
我々メンバーの中でも個人的に社会奉仕して
いる方がいらっしゃると思いますので、是非
とも卓話等で話していただき、色々と聞かせ
ていただきたいと思いますので宜しくお願い
します。

今年１年、社会奉仕として色々と勉強させて
いただきました。本当にありがとうございま
した。

DDF


